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広島で学ぶ、バンサモロの平和と自治 
― 紛争後社会の“いま”を担う行政官が来日 ― 

広島の高校生と交流も 

 

独立行政法人国際協力機構中国センター（所長：村岡啓道、所在地：広島県東広島市、以下：

JICA中国）1は、日本が培ってきた知識や経験を特定の開発途上国の課題解決に生かすことを目

的に、地域の自治体や関係機関と連携した研修事業を実施しています。 

 

フィリピン・ミンダナオ島では、1960 年代以降、長期にわたる国内紛争が続いてきました。

しかし、1996 年のフィリピン政府とモロ民族解放戦線（MNLF）との最終和平合意、また、2014

年のモロ・イスラム解放戦線（MILF）との包括和平合意、そして2018年のバンサモロ基本法の

成立に基づくバンサモロ自治地域（Bangsamoro Autonomous Region Muslim Mindanao (BARMM)）

の設立、これに続くバンサモロ暫定自治政府の樹立を通じて、紛争から平和への転換を果たしま

した。現在ミンダナオ島西部の BARMM では、暫定自治政府の下、2026 年の正式な自治政府設立

に向けた準備が進められています。今回実施する「バンサモロ自治政府能力向上プロジェクト」

の研修では、BARMM域内の自治体とともに地域の発展を担う内務・地方自治省の行政官7名が広

島を訪問します。 

 

2014 年に「ミンダナオ平和構築セミナー」が広島で開催され、比政府の和平プロセス大統領

顧問室長官やMILF議長、湯崎県知事ら約80人が参加して広島宣言が採択されました。BARMMに

とって、広島は特別な意味を持つ都市です。本研修では、日本の地方自治体における地方公務員

の人事管理制度、特に人材育成について日本の事例を学ぶだけではなく、広島が築き、国内外へ

と継承してきた「平和」への取組みについても理解を深めます。今回の研修では、BARMMにおけ

る持続的な平和とそれを支える自治について、研修参加者があらためて深く考える機会となる

ことも期待されています。主な研修日程は次のページをご覧ください。なお、1/25(土)には県内

高校生と対話の機会を設けていますので、ぜひ取材をご検討ください。 

 

取材頂ける場合は、下記の担当者まで事前にご連絡いただけますと幸いです。 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA中国  研修業務課 担当：丸尾 

TEL 082-421-6310 FAX：082-420-8082 e-mail：cicttp@jica.go.jp  

 
1 JICA は、開発途上国が直面する課題を解決するため、技術協力、有償資金協力、無償資金協力など日本の政府開発援助（ODA）

を一元的に担う二国間援助の実施機関で、150以上の国と地域で事業を展開しています。  

国際社会の課題は日本とも密接に関係しています。国内外のパートナーと協力してそれらの解決に取り組み、世界の平和と繁栄、

日本社会の更なる発展に貢献します。  
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研修日程 

日付 形態 研修内容 研修場所 

1/18(日)   来日（研修準備）   

1/19(月) 討議 

（午前） 

課題共有セッション JICA中国SR5 

1/20(火) 講義 

（午前） 

地方自治体の政策立案の手法（調査研究や政策提言のまと

め方など） 

広島県庁6階講堂 

（広島市中区基町10-52） 

講義 

（午後） 

平和教育における地域メディアの役割 中国新聞社（広島市中区土橋町

7-1） 

1/21(水) 視察 

（午前） 

広島平和記念資料館   

講義 
 

広島復興における地方行政官の役割と責任 広島平和記念資料館 会議室２

(広島市中区中島町1-2) 

講義 

（午後） 

① 広島市における人事管理と職員育成 中区地域福祉センター（広島市

中区大手町4丁目1-1） 

5階ボランティア研修室 

講義 ②広島市における平和への取り組み  同上 

講義 ③広島市の小学校における平和教育  同上 

1/22(木) 視察 

（午後） 

公務員研修所の業務基盤（研修機能、施設維持管理、自己

収入事業など）・ 地方自治体における人事管理と職員育

成 

滋賀県大津市唐崎2丁目13-1 

1/25(日) 

討議 

10:30-11:30 

県内高校生との対話 

＊県の事業「グローバル未来塾 in ひろしま」に参加する

高校生との交流プログラムです。未来塾メンバーは2026

年1月初旬にフィリピンを訪問しており、JICAフィリピ

ン事務所でミンダナオの平和構築について講義を受けてい

ます。BARMMの人々との直接の交流が現地ではできないた

め、JICAは本研修の中で対話の機会を提供することにし

ました。 

広島平和記念資料館 

平和記念資料館 会議室 (2) 
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11:30-12:00 

広島平和記念公園見学（慰霊碑にて献花→原爆の子の像→

原爆ドーム） 

広島平和記念公園 

（広島市中区大手町1丁目） 

1/26(月) 講義 

（午前） 

仕事の進め方研修（PDCAサイクル）講義 JICA中国 SR5 

実習 

（午後） 

仕事の進め方研修（PDCAサイクル）実習 JICA中国 SR5 

1/27(火) 講義 

（午前） 

ビジネスと平和構築 広島大学IDEC棟 

（東広島市鏡山1丁目4-5） 

討議 

（午後） 

振り返りセッション⑤/ファイナルレポート作成の説明 JICA中国 SR5 

1/28(水) 講義 

（午前） 

防災・災害復興における行政間の連携（平成30年西日本

豪雨災害の事例から） 

坂町町民センター（広島県安芸

郡坂町平成ヶ浜1丁目1-1） 

視察 

（午後） 

現場視察（ベイサイドビーチ坂）   

視察 現場視察（坂町災害伝承ホール）   

講義 研修施設の運営 JICA中国 SR5 

1/30(金) 発表 

（午前） 

ファイナルレポート発表会 JICA中国 SR5 

1/31(土)   離日   

 


